
 

「コンプライアンス機能」の活用例 
 

 

コンプライアンス機能とは、保険 VOS ログイン時に小テストを実施することで、社員教育にご活用いただける機能です。 

小テストとありますが、問題文は貴社にて設定いただける機能となりますので、応用的にご活用いただくことも可能となります。 

以下にて設定方法、利用方法をご案内いたします。 

 

＜設定方法＞ ※システム管理者 

1, メニュー＞コンプライアンスをクリックします。 

 

２，「新規」をクリックします。 

              

３，問題部分に通知したい任意の内容と解答を入力し右上の「保存」をクリックします。 

       

  



４，コンプライアンスの設定が完了しましたら、ログイン時にその内容を表示させたいユーザーを設定します。 

   メニュー＞ユーザー管理をクリックします。「検索」をクリックし一覧を表示し、対象となるユーザーをクリックします。 

                

５，右上の編集をクリックします。 

                   

６，コンプライアンスの設定を「研修する」にします。 

※コンプライアンスの内容を表示させたくないユーザーは「研修しない」に設定します。 

           

以上でコンプライアンス機能の設定が完了しました。  



コンプライアンス機能設定後、「研修する」と設定されたユーザーはログイン時に、設定された内容が毎回表示されます。 

設定された解答と違う選択をした場合、5 回まではそのままアクセスできますが、間違った選択を 5 回積み重なると、 

ロックが掛かり、ログイン出来なくなります。ロック解除は、システム管理者様にて対応が必要となります。 

 

＜運用事例＞ 

１，保険 VOS にログインすると、設定された内容が表示されます。 

               

２, 「はい」もしくは「いいえ」をクリックします。 

   間違った選択をするとメッセージが表示されますが、5 回までであればそのままアクセスが可能です。 

         

３，間違った選択が 5 回積み重なると、ログインができなくなります。システム管理者様にて対応が必要となります。 

   ※間違いは、連続ではなく蓄積された回数となります。 

         



 

 

＜5 回間違えたユーザーへの対応方法＞ ※システム管理者さま 

1, メニュー＞コンプライアンスをクリックし、右上の「不合格ユーザー」をクリックします。 

         

２，間違えた履歴を確認し、「削除」をクリックします。 

   削除を確認するポップアップウインドウが表示されます「OK」をクリックします。 

   ※間違った解答履歴を削除することで、不正解の履歴がリセットされます。 

         

 

          

 

         

             


